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Ⅰ 調 査 概 要 

 

 

１ 調査の目的 

  令和３年に策定した「いといがわ男女共同参画プラン」が令和８年度で最

終年度となり、次期計画の策定が必要となることから、広く市民の男女共同

参画に関する意識を調査する中で、現状や課題を把握し、新たなプラン及び

行動計画に反映させるために市民アンケートを実施した。 

 

２ 調査方法 

⑴   調査対象 

    令和７年 10 月１日現在、糸魚川市住民基本台帳に登録されている 18 歳

以上の市民 1,000人（男女各 500人） 

 

 ⑵ 抽出方法 

   年代別に無作為抽出 

 

 ⑶  調査方法 

   郵送又は回答フォームによる無記名アンケート方式 

 

 ⑷ 調査時期 

令和７年 11月 10日（月）～令和 7年 11月 30日（日） 

 

３ 回収状況 

  回収数 428件 

  回収率 42.8% 
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Ⅱ 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 



問1(1)性別　※戸籍上の性別に関わらず、ご自身が自認される性別でご記入ください。

(R7)

性別 人数(人) 割合

女性 243 56.8%

男性 182 42.5%

無回答 3 0.7%

計 428 100.0%

問1(2) 年齢

年代 人数(人) 割合

18～29歳 56 13.1%

30～39歳 74 17.3%

40～49歳 79 18.5%

50～59歳 100 23.4%

60～69歳 62 14.5%

70歳以上 57 13.3%

無回答 0 0.0%

計 428 100.0%

＜ご自身のことについて＞

女性

56.8%

男性

42.5%

無回答

0.7%
全 体(n=428)

18～29歳

13.1%

30～39歳

17.3%

40～49歳

18.5%

50～59歳

23.4%

60～69歳

14.5%

70歳以上

13.3%

無回答

0.0%全 体(n=428)

女性

56.9%

男性

41.1%

無回答

2.0%
全 体（n=397）

18～29歳

12.6%

30～39歳

14.9%

40～49歳

21.2%50～59歳

18.1%

60～69歳

15.9%

70歳以上

15.1%

無回答

2.3%全 体(n=397)

(R7)(R2)

(R7)

(令和2年10月1日現在の年齢) (令和7年12月1日現在の年齢)

2



問1(3) 職業

人数(人) 割合

208 48.6%

82 19.2%

23 5.4%

27 6.3%

61 14.3%

17 4.0%

8 1.9%

2 0.5%

428 100.0%

無回答

計

職業

①正規社員・正規職員

②パート、アルバイト、臨時・契約社員、内職等

③自営業、家族従事者(農林漁業、商業、工業)

④家事・専業主婦・専業主夫

⑤無職・年金生活者

⑥学生

⑦その他

48.6%

19.2%

5.4%

6.3%

14.3%

4.0%

1.9%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

正規社員・正規職員

パート、アルバイト、臨時・契約社員、内職等

自営業、家族従事者(農林漁業、商業、工業)

家事・専業主婦・専業主夫

無職・年金生活者

学生

その他

無回答

全 体(n=428)

41.1%

24.9%

2.8%

7.6%

16.4%

3.8%

0.5%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

正規社員・正規職員

パート、アルバイト、臨時・契約社員、内職等

家事・専業主婦・専業主夫

自営業、家族従事者（農林漁業、商業、工業）

無職・年金生活者

学生

その他

無回答

全 体（n=397）

(R2)

(R7)

(R7)
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問1(3)-2　(3)で①、②、③と答えた方の職種

人数(人) 割合

5 1.6%

113 36.1%

182 58.1%

13 4.2%

313 100.0%

問1(4)家族構成

人数(人) 割合 人数(人) 割合

36 8.4% 41 15.4%

97 22.7% 34 12.7%

208 48.6% 21 7.9%

59 13.8% 26 9.7%

25 5.8% 130 48.7%

3 0.7% 15 5.6%

428 100.0% 267 100.0%

0～6歳(乳幼児)

世帯最年少者の年齢													

7～12歳(小学生)

農林漁業(第1次産業)

鉱業・建設業・製造業
(第２次産業)

卸売・小売・飲食店・金
融・保険・不動産・公務・
サービス業(第３次産業)

無回答

計

計

無回答

19歳以上

16～18歳
(高校生・社会人など)

13～15歳(中学生)

問1(4)-2  問1(4)で3、4と答えた方
世帯で最年少の方の年齢

職種(産業別)

計

家族構成							

①ひとり暮らし

②夫婦・カップル

③親と子

④祖父母と親と子
　(３世代以上)

⑤その他

無回答

①ひとり暮らし

8.4%

②夫婦・カップル

22.7%

③親と子

48.6%

④祖父母と

親と子

13.8%

⑤その他

5.8%

無回答

0.7%

全 体(n=428)

農林漁業

（第1次産業）

2.9%

鉱業・建設業・

製造業

(第２次産業）

37.7%

卸売・小売・飲食店・金

融・保険・不動産・公

務・サービス業

（第3次産業）

56.4%

無回答

2.9%

全 体（n=273）

ひとり暮らし

10.1％

夫婦・カップル

18.4％

親と子

47.9％

祖父母と

親と子

19.4％

その他

0.5％

無回答

3.8％

全 体(n=397)

(R7)

(R2) (R7)

(R7)(R2)

(R7) (R7)

農林漁業

（第1次産業）

2.9%

鉱業・建設業・製

造業

(第２次産業）

36.1%
卸売・小売・飲食店・金

融・保険・不動産・公

務・サービス業

（第3次産業）

56.4%

無回答

4.2%

全 体(n=313)

(R7)

4



問1(5) 婚姻の状況

 

人数(人) 割合

117 27.3%

3 0.7%

269 62.9%

33 7.7%

6 1.4%

428 100.0%

問1(5)-2 問1(5)で3と答えた方　共働きの有無

人数(人) 割合

189 70.3%

45 16.7%

35 13.0%

0 0.0%

269 100.0%

婚姻の状況																				

①結婚していない

②結婚していないが、パート
  ナーと暮らしている

共働きの有無

③結婚している

④結婚していたが、離別・死
　別した

無回答

計

 共働き(パート等を含む)

計

 無回答

 夫婦とも働いていない(退職等
 を含む)

 夫・妻どちらかが働いている

結婚していない

27.3%

結婚していないが

パートナーと

暮らしている

0.7%

結婚している

62.9%

結婚していたが、

離別・死別した

7.7%

無回答

1.4%

全 体(n=428)

70.3%

16.7%

13.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

共働き(パート等を含む)

夫・妻どちらかが

働いている

夫婦とも働いていない

(退職等を含む)

無回答

該当者合計

(n=269)

62.7%

20.9%

16.1%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

共働き（パート等を含む）

夫・妻どちらかが

働いている

夫婦とも働いていない

（退職等を含む）

無回答

該当者合計

（n=285）

結婚していない

23.7%

結婚している

（同棲・パートナーとの

事実婚を含む）

63.2%

結婚していたが、離

別・死別した

9.6%

無回答

3.5%

全 体（n=453）

(R7)(R2)

(R7)

(R7)(R2)

(R7)
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問1(6)居住地

人数(人) 割合

74 17.3%

278 65.0%

76 17.8%

0 0.0%

428 100.0%計

無回答

青海地域

糸魚川地域

能生地域

地域

能生地域

17.3%

糸魚川地域

65.0%

青海地域

17.8%

無回答

0.0%全 体（n=428）

能生地域

19.4%

糸魚川地域

56.2%

青海地域

22.2%

無回答

2.3%
全 体（n=397）

(R7)(R2)

(R7)
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問2　あなたは、次の(1)～(8)までの名称をご存じですか。(それぞれ1つずつ○)

・R2との比較では｢知っている｣の3項目合わせて、｢いといがわ男女共同参画プラン｣は0.7％上がり、｢糸魚川市女性の
ための相談室｣は6.5％下がった。

・｢いといがわ男女共同参画プラン｣｢糸魚川市女性のための相談室｣の認知度が、｢名称も内容も知っている｣｢名称と一
部の内容を知っている｣｢名称だけ知っている｣を合わせても35.5%、31.3％と低い。

・｢知らない｣の回答で高いのは、｢糸魚川市女性のための相談室｣67.3％、続いて｢いといがわ男女共同参画プラン｣
63.3％となる。

・｢いといがわ男女共同参画プラン｣以外はR2より認知度が上がっている。

・全体では｢ドメスティック・バイオレンス/D・V｣が68.9％と最も高く(R2は62.2％)、次いで｢ジェンダー(社会的・文化
的に形成された性別)｣が49.3％(R2は30.5％)、｢SDGｓ(エスディージーズ)｣が35.5％(R2は6.0％)で続く。

名称の認知度について

17.8%

35.0%

68.9%

49.3%

34.3%

35.5%

3.3%

4.2%

24.1%

22.7%

20.6%

31.5%

29.4%

33.2%

7.9%

6.5%

29.2%

22.7%

5.4%

9.8%

15.9%

15.9%

24.3%

20.6%

27.3%

17.3%

4.4%

8.2%

19.4%

14.0%

63.3%

67.3%

1.6%

2.3%

0.7%

1.2%

0.9%

1.4%

1.2%

1.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

(１)男女共同参画社会

(２)ワーク・ライフ・バランス

(仕事と生活の調和)

(３)ドメスティック・バイオレンス／Ｄ・Ｖ

(４)ジェンダー

(社会的・文化的に形成された性別)

(５)ＬＧＢＴＱ

(６)ＳＤＧｓ(エスディージーズ)

(７)いといがわ男女共同参画プラン

(８)糸魚川市女性のための相談室

(各 n=428)

名称も内容も知っている 名称と一部の内容を知っている 名称だけ知っている 知らない 無回答
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計

名
称
も
内
容
も

知
っ

て
い
る

名
称
と
一
部
の
内
容
を
知
っ

て

い
る

名
称
だ
け
知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

名
称
も
内
容
も

知
っ

て
い
る

名
称
と
一
部
の
内
容
を
知
っ

て

い
る

名
称
だ
け
知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

女性 243 43 59 68 70 3 17.7% 24.3% 28.0% 28.8% 1.2%
男性 182 33 44 56 47 2 18.1% 24.2% 30.8% 25.8% 1.1%
無回答 3 0 0 1 0 2 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7%

計 428 76 103 125 117 7 17.8% 24.1% 29.2% 27.3% 1.6%
女性 243 84 55 56 44 4 34.6% 22.6% 23.0% 18.1% 1.6%
男性 182 65 42 41 30 4 35.7% 23.1% 22.5% 16.5% 2.2%
無回答 3 1 0 0 0 2 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 150 97 97 74 10 35.0% 22.7% 22.7% 17.3% 2.3%
女性 243 181 42 9 11 0 74.5% 17.3% 3.7% 4.5% 0.0%
男性 182 114 45 14 8 1 62.6% 24.7% 7.7% 4.4% 0.5%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 295 88 23 19 3 68.9% 20.6% 5.4% 4.4% 0.7%
女性 243 139 68 18 18 0 57.2% 28.0% 7.4% 7.4% 0.0%
男性 182 72 66 24 17 3 39.6% 36.3% 13.2% 9.3% 1.6%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 211 135 42 35 5 49.3% 31.5% 9.8% 8.2% 1.2%
女性 243 94 71 34 43 1 38.7% 29.2% 14.0% 17.7% 0.4%
男性 182 53 54 34 40 1 29.1% 29.7% 18.7% 22.0% 0.5%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 147 126 68 83 4 34.3% 29.4% 15.9% 19.4% 0.9%

女性 243 95 73 38 35 2 39.1% 30.0% 15.6% 14.4% 0.8%
男性 182 57 68 30 25 2 31.3% 37.4% 16.5% 13.7% 1.1%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 152 142 68 60 6 35.5% 33.2% 15.9% 14.0% 1.4%

女性 243 9 17 60 156 1 3.7% 7.0% 24.7% 64.2% 0.4%
男性 182 5 17 44 113 3 2.7% 9.3% 24.2% 62.1% 1.6%
無回答 3 0 0 0 2 1 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3%

計 428 14 34 104 271 5 3.3% 7.9% 24.3% 63.3% 1.2%

女性 243 15 21 61 145 1 6.2% 8.6% 25.1% 59.7% 0.4%
男性 182 3 7 27 142 3 1.6% 3.8% 14.8% 78.0% 1.6%
無回答 3 0 0 0 1 2 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7%

計 428 18 28 88 288 6 4.2% 6.5% 20.6% 67.3% 1.4%

(３)ドメスティック・バイオレンス／
    Ｄ・Ｖ

(１)男女共同参画社会

(２)ワーク・ライフ・バランス
    (仕事と生活の調和)

(７)いといがわ男女共同参画プラン

(８)糸魚川市女性のための相談室

(４)ジェンダー
    (社会的・文化的に形成された性別)

(５)ＬＧＢＴＱ

(６)ＳＤＧｓ(エスディージーズ)
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・女性で2番目に高いのは、｢男性の家事・育児参加への理解が進むこと｣の44.0％、男性は｢女性が出産しても働き続け
ることへの理解が進むこと｣の35.2％となる。

・｢女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること｣が男女共に最も高い。(女性45.3％、男
性37.9％。)

問3　あなたは男女共同参画社会を実現するためには、どのようなことが必要だと思いますか(特に重要だと思
うものを３つ選択)

男女共同参画社会の実現について

18.7%

41.8%

18.9%

35.5%

39.0%

24.8%

28.7%

29.9%

7.0%

32.2%

6.3%

1.9%

1.6%

16.0%

45.3%

20.6%

35.8%

44.0%

24.3%

28.4%

32.9%

7.8%

32.9%

4.1%

1.2%

0.8%

22.5%

37.9%

16.5%

35.2%

33.0%

25.8%

29.7%

26.4%

6.0%

31.3%

8.2%

2.7%

2.2%

0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

法律や制度の上での見直しを行い、

性差別につながるものを改めること

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、

慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり、積極的に知識・技能の

向上を図ったりすること

女性が出産しても働き続けることへの理解が進むこと

男性の家事・育児参加への理解が進むこと

小さいときから家庭や学校で男女平等について

教えること

育児・家事を支援する施設やサービスの充実を

図ること

職場において性別による待遇（配置や昇進など）の

差をなくすこと

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を

登用する制度を採用・充実すること

労働時間の短縮やフレックスタイム制、在宅勤務の

普及など男女共に働き方の見直しが進むこと

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問4　次の（１）～（８）の分野で、男女は平等になっていると思いますか。(1つ選択)

　　　※(　)内の数値はR2アンケート

⑴家庭生活で

⑵職場で

⑶学校教育の場で(児童･生徒の立場で考えて)

⑷地域社会の中で(町内会等の活動の中で)

⑸政治の場で

⑹法律や制度の面で

⑺社会通念、習慣、しきたり等で

46.7% (50.1%)

7.7% (10.6%)

48.3% (41.9%)

52.8% (59.9%)

男性の方が優遇
されている

｢平等になっている｣との回答が最も多いのは｢学校教育の場で｣の61.4％であった。

2.5% (1.5%)

7.0% (5.0%)

1.1% (1.5%)

6.3% (5.5%)

4.4% (3.3%)

10.1% (5.0%)

7.2% (3.8%)

それ以外のすべての項目において、｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが高い。

73.4% (74.3%)

42.8% (48.9%)

71.3% (70.8%)

女性の方が優遇
されている

男女平等・男女の役割意識について

12.4%

8.6%

0.7%

10.5%

25.9%

11.0%

20.8%

40.4%

39.7%

7.0%

36.2%

45.3%

31.8%

52.6%

28.0%

25.5%

61.4%

24.3%

12.1%

23.1%

7.9%

5.6%

8.2%

3.5%

5.1%

0.9%

5.1%

2.3%

1.6%

1.9%

0.9%

1.2%

0.2%

1.9%

0.2%

10.5%

13.8%

24.1%

20.8%

13.8%

24.8%

13.6%

1.4%

2.3%

2.3%

1.9%

1.6%

2.3%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

家庭生活で

職場で

学校教育の場で

（児童・生徒の立場で考えて）

地域社会の中で

（町内会等の活動の中で）

政治の場で

法律や制度の面で

社会通念、習慣、しきたり等で

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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問4　(1)家庭生活で

卸
売

≪年齢別≫

R2との比較では、｢女性｣が13.1％、｢男性｣では8.5％低くなった。

男女ともに｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが高い。

12.4%

8.6%

17.3%

10.6%

6.0%

6.1%

40.4%

51.4%

44.0%

57.1%

36.3%

44.8%

28.0%

23.2%

23.0%

17.3%

35.2%

31.3%

5.6%

2.8%

3.3%

1.8%

8.2%

3.7%

1.6%

1.0%

0.4%

1.3%

2.7%

0.6%

10.5%

9.1%

11.1%

7.1%

9.9%

11.7%

1.4%

4.0%

0.8%

4.9%

1.6%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

26.5% 26.5% 32.4% 5.9% 0.0% 8.8% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

13.2% 36.8% 31.6% 2.6% 0.0% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

25.0% 43.8% 16.7% 4.2% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 53.6% 23.2% 0.0% 0.0% 5.4% 0.0%

60-69歳
（n=36)

8.3% 50.0% 19.4% 2.8% 2.8% 16.7% 0.0%

70歳以上
（n=31)

9.7% 48.4% 16.1% 6.5% 0.0% 12.9% 6.5%

18-29歳
（n=22)

0.0% 27.3% 31.8% 13.6% 4.5% 13.6% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

0.0% 42.9% 28.6% 11.4% 2.9% 14.3% 0.0%

40-49歳
（n=31)

16.1% 38.7% 29.0% 3.2% 3.2% 9.7% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

9.3% 20.9% 48.8% 11.6% 2.3% 7.0% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 46.2% 30.8% 0.0% 3.8% 11.5% 3.8%

70歳以上
（n=25)

4.0% 48.0% 36.0% 8.0% 0.0% 4.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

n=243

n=182

n=3
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問4　(2)職場で

≪年齢別≫

男女ともに｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが高く、女性が40.3％、男性が39.0％となった。

R2との比較では｢男性の方が非常に優遇されている｣｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣を合わせると、全
体で11.9％高い。

8.6%

14.6%

10.7%

15.9%

6.0%

13.5%

39.7%

45.6%

40.3%

40.7%

39.0%

52.1%

25.5%

20.9%

28.4%

22.6%

22.0%

19.6%

8.2%

3.8%

2.9%

4.4%

15.4%

3.1%

1.9%

1.3%

0.8%

0.9%

3.3%

1.8%

13.8%

10.3%

15.6%

11.9%

11.5%

7.4%

2.3%

3.5%

1.2%

3.5%

2.7%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

5.9% 35.3% 23.5% 8.8% 2.9% 20.6% 2.9%

女
30-39歳
（n=38)

13.2% 34.2% 34.2% 2.6% 2.6% 13.2% 0.0%

40-49歳
（n=48)

12.5% 41.7% 35.4% 0.0% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

10.7% 50.0% 28.6% 3.6% 0.0% 7.1% 0.0%

60-69歳
（n=36)

8.3% 50.0% 30.6% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0%

70歳以上
（n=31)

12.9% 22.6% 12.9% 3.2% 0.0% 41.9% 6.5%

18-29歳
（n=22)

4.5% 27.3% 31.8% 9.1% 0.0% 18.2% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

2.9% 37.1% 25.7% 20.0% 0.0% 14.3% 0.0%

40-49歳
（n=31)

9.7% 35.5% 29.0% 12.9% 6.5% 3.2% 3.2%

性
50-59歳
（n=43)

7.0% 41.9% 20.9% 18.6% 7.0% 4.7% 0.0%

60-69歳
（n=26)

11.5% 38.5% 19.2% 15.4% 0.0% 7.7% 7.7%

70歳以上
（n=25)

0.0% 52.0% 4.0% 12.0% 4.0% 28.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(3)学校教育の場で(児童・生徒の立場で考えて)

≪年齢別≫

男女ともに｢平等になっている｣の回答率が60％を超えている。

0.7%

1.0%

1.2%

0.4%

1.8%

7.0%

9.6%

7.0%

7.1%

7.1%

11.7%

61.4%

59.4%

60.9%

65.0%

62.6%

53.4%

3.5%

2.8%

2.9%

2.2%

4.4%

3.7%

0.9%

0.5%

0.8%

0.4%

1.1%

61.3%

24.1%

22.7%

25.5%

20.8%

22.5%

26.4%

2.3%

4.0%

1.6%

4.0%

2.2%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

0.0% 8.8% 55.9% 8.8% 2.9% 23.5% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

0.0% 0.0% 73.7% 0.0% 0.0% 26.3% 0.0%

40-49歳
（n=48)

2.1% 12.5% 64.6% 2.1% 0.0% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

1.8% 5.4% 64.3% 1.8% 1.8% 23.2% 1.8%

60-69歳
（n=36)

0.0% 11.1% 52.8% 2.8% 0.0% 33.3% 0.0%

70歳以上
（n=31)

3.2% 3.2% 48.4% 3.2% 0.0% 32.3% 9.7%

18-29歳
（n=22)

0.0% 13.6% 54.5% 4.5% 4.5% 13.6% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

0.0% 5.7% 57.1% 8.6% 0.0% 28.6% 0.0%

40-49歳
（n=31)

0.0% 9.7% 67.7% 3.2% 0.0% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

0.0% 7.0% 62.8% 4.7% 0.0% 25.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

0.0% 0.0% 69.2% 3.8% 0.0% 23.1% 3.8%

70歳以上
（n=25)

0.0% 8.0% 64.0% 0.0% 4.0% 20.0% 4.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(4)地域社会の中で(町内会等の活動の中で)

≪年齢別≫

｢分からない｣を除くと、男女ともに｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが最も高い。

｢男性｣の｢60-69歳｣では｢女性の方が非常に優遇されている｣が38.5％で最も高い。

｢女性｣の｢18-29歳｣において、｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣と｢女性の方が非常に優遇されている｣が
同率で26.5％となった。

10.5%

7.8%

11.9%

7.1%

8.8%

9.2%

36.2%

42.3%

37.9%

45.6%

34.1%

38.0%

1.2%

22.4%

1.2%

19.9%

1.1%

25.8%

5.1%

5.3%

3.3%

6.2%

7.7%

4.3%

24.3%

0.3%

23.9%

25.3%

0.6%

20.8%

18.6%

20.6%

18.1%

21.4%

19.6%

1.9%

3.3%

1.2%

3.1%

1.6%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

5.9% 26.5% 0.0% 2.9% 26.5% 38.2% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

10.5% 42.1% 0.0% 5.3% 26.3% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

20.8% 41.7% 2.1% 4.2% 12.5% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

10.7% 39.3% 1.8% 3.6% 21.4% 19.6% 3.6%

60-69歳
（n=36)

16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 36.1% 13.9% 0.0%

70歳以上
（n=31)

3.2% 41.9% 3.2% 3.2% 25.8% 19.4% 3.2%

18-29歳
（n=22)

9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 27.3% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

8.6% 28.6% 0.0% 0.0% 22.9% 40.0% 0.0%

40-49歳
（n=31)

19.4% 38.7% 3.2% 9.7% 12.9% 16.1% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 37.2% 0.0% 11.6% 27.9% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 34.6% 0.0% 11.5% 38.5% 7.7% 3.8%

70歳以上
（n=25)

8.0% 52.0% 4.0% 4.0% 24.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(5)政治の場で

≪年齢別≫

男女ともに｢どちらかと言うと男性の方が優遇されている｣のポイントが最も高く、それぞれ48.1％、41.8％となった。

｢男性の方が優遇されている｣と｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣を合わせると、｢女性｣は78.1％、
｢男性｣は62.7％となり、R2より｢女性｣は3.7％高く、一方、｢男性｣は5.4％低くなっている。

25.9%

29.0%

30.0%

28.8%

20.9%

29.4%

45.3%

41.8%

48.1%

45.6%

41.8%

38.7%

12.1%

7.8%

9.5%

4.4%

15.9%

11.0%

0.9%

1.5%

0.4%

0.9%

1.6%

2.5%

0.2%

0.5%

13.8%

16.4%

11.1%

16.8%

17.6%

16.0%

1.6%

3.5%

0.8%

3.5%

1.6%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

5.9% 26.5% 0.0% 2.9% 26.5% 38.2% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

10.5% 42.1% 0.0% 5.3% 26.3% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

20.8% 41.7% 2.1% 4.2% 12.5% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

10.7% 39.3% 1.8% 3.6% 21.4% 19.6% 3.6%

60-69歳
（n=36)

16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 36.1% 13.9% 0.0%

70歳以上
（n=31)

3.2% 41.9% 3.2% 3.2% 25.8% 19.4% 3.2%

18-29歳
（n=22)

9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 27.3% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

8.6% 28.6% 0.0% 0.0% 22.9% 40.0% 0.0%

40-49歳
（n=31)

19.4% 38.7% 3.2% 9.7% 12.9% 16.1% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 37.2% 0.0% 11.6% 27.9% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 34.6% 0.0% 11.5% 38.5% 7.7% 3.8%

70歳以上
（n=25)

8.0% 52.0% 4.0% 4.0% 24.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

26.5% 52.9% 8.8% 2.9% 0.0% 8.8% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

34.2% 42.1% 7.9% 0.0% 0.0% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

39.6% 50.0% 8.3% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

25.0% 48.2% 10.7% 0.0% 0.0% 14.3% 1.8%

60-69歳
（n=36)

22.2% 61.1% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0%

70歳以上
（n=31)

32.3% 32.3% 12.9% 0.0% 0.0% 19.4% 3.2%

18-29歳
（n=22)

18.2% 40.9% 9.1% 0.0% 0.0% 22.7% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

17.1% 28.6% 22.9% 2.9% 0.0% 28.6% 0.0%

40-49歳
（n=31)

35.5% 45.2% 6.5% 0.0% 3.2% 9.7% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

18.6% 44.2% 16.3% 2.3% 0.0% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

11.5% 53.8% 23.1% 3.8% 0.0% 3.8% 3.8%

70歳以上
（n=25)

24.0% 40.0% 16.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(6)法律や制度の面で

≪年齢別≫

年齢別では｢分からない｣を除き、｢女性｣はすべての年齢で｢どちらかと言えば男性の方が優遇される｣が最も高いが、｢
男性｣は、｢18-29歳｣では｢平等になってる｣と｢どちらかと言えば女性の方が優遇されている｣が同率で18.2％、｢30-
39歳｣と｢70歳以上｣では｢平等になっている｣がそれぞれ34.3％、48.0％と最も高い。

｢女性｣は｢どちらかと言うと男性の方が優遇されている｣のポイントが33.7％で最も高く、｢男性｣は｢平等になっている｣
の30.8％が最も高い。

11.0%

8.6%

14.8%

9.7%

6.0%

7.4%

31.8%

40.3%

33.7%

42.9%

29.7%

36.8%

23.1%

17.4%

17.3%

13.3%

30.8%

23.3%

5.1%

4.0%

3.7%

3.5%

7.1%

4.9%

1.9%

1.0%

0.4%

0.0%

3.8%

2.5%

24.8%

25.2%

28.4%

26.5%

20.3%

23.3%

2.3%

3.5%

1.6%

4.0%

2.2%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 35.3% 20.6% 0.0% 2.9% 32.4% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

15.8% 34.2% 15.8% 2.6% 0.0% 31.6% 0.0%

40-49歳
（n=48)

14.6% 33.3% 14.6% 8.3% 0.0% 29.2% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 33.9% 17.9% 7.1% 0.0% 21.4% 1.8%

60-69歳
（n=36)

16.7% 30.6% 19.4% 0.0% 0.0% 30.6% 2.8%

70歳以上
（n=31)

12.9% 35.5% 16.1% 0.0% 0.0% 29.0% 6.5%

18-29歳
（n=22)

13.6% 4.5% 18.2% 18.2% 0.0% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

2.9% 17.1% 34.3% 14.3% 8.6% 22.9% 0.0%

40-49歳
（n=31)

12.9% 35.5% 19.4% 0.0% 12.9% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 39.5% 32.6% 9.3% 0.0% 14.0% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 42.3% 30.8% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7%

70歳以上
（n=25)

0.0% 32.0% 48.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(7)社会通念、習慣、しきたり等で

≪年齢別≫

男女ともに｢どちらかと言うと男性の方が優遇されている｣のポイントが最も高く、それぞれ47.7％、59.3％となった。

｢男性の方が優遇されている｣と｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣を合わせると、｢女性｣は75.7％、｢男性｣
は70.8％となり、R2より｢女性｣は0.4％、｢男性｣は1.6％低くなっている。

20.8%

20.9%

28.0%

24.8%

11.5%

16.6%

52.6%

53.4%

47.7%

51.3%

59.3%

55.8%

7.9%

6.0%

5.8%

5.3%

11.0%

6.7%

2.3%

1.0%

0.4%

0.4%

4.9%

1.8%

0.2%

0.5%

0.5%

1.2%

13.6%

15.4%

16.9%

15.0%

9.3%

16.6%

2.6%

2.8%

1.2%

3.1%

3.3%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 35.3% 20.6% 0.0% 2.9% 32.4% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

15.8% 34.2% 15.8% 2.6% 0.0% 31.6% 0.0%

40-49歳
（n=48)

14.6% 33.3% 14.6% 8.3% 0.0% 29.2% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 33.9% 17.9% 7.1% 0.0% 21.4% 1.8%

60-69歳
（n=36)

16.7% 30.6% 19.4% 0.0% 0.0% 30.6% 2.8%

70歳以上
（n=31)

12.9% 35.5% 16.1% 0.0% 0.0% 29.0% 6.5%

18-29歳
（n=22)

13.6% 4.5% 18.2% 18.2% 0.0% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

2.9% 17.1% 34.3% 14.3% 8.6% 22.9% 0.0%

40-49歳
（n=31)

12.9% 35.5% 19.4% 0.0% 12.9% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 39.5% 32.6% 9.3% 0.0% 14.0% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 42.3% 30.8% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7%

70歳以上
（n=25)

0.0% 32.0% 48.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=31)

26.5% 47.1% 5.9% 0.0% 0.0% 20.6% 0.0%

女
30-39歳
（n=34)

34.2% 39.5% 7.9% 0.0% 0.0% 18.4% 0.0%

40-49歳
（n=51)

39.6% 41.7% 8.3% 0.0% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=50)

28.6% 50.0% 1.8% 1.8% 0.0% 16.1% 1.8%

60-69歳
（n=32)

19.4% 52.8% 8.3% 0.0% 0.0% 19.4% 0.0%

70歳以上
（n=28)

12.9% 58.1% 3.2% 0.0% 0.0% 19.4% 6.5%

18-29歳
（n=18)

13.6% 31.8% 9.1% 4.5% 4.5% 22.7% 13.6%

男
30-39歳
（n=25)

2.9% 48.6% 20.0% 11.4% 0.0% 17.1% 0.0%

40-49歳
（n=33)

22.6% 64.5% 3.2% 3.2% 0.0% 3.2% 3.2%

性
50-59歳
（n=22)

14.0% 67.4% 7.0% 4.7% 0.0% 7.0% 0.0%

60-69歳
（n=31)

7.7% 69.2% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%

70歳以上
（n=30)

8.0% 68.0% 12.0% 4.0% 0.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

n=243

n=182

n=3
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※(　)内の数値はR2アンケート

⑴ 男性は仕事、女性は家庭を中心とする方がよい

⑵ 男女とも協力し合って家事、育児をする方がよい

⑶ 母親は子どもが小さいときには子育てに専念した方がよい 49.3% (27.0%)

20.6% (0.8%)

67.3% (55.4%)

そう思わないそう思う

31.3% (56.9%)

75.7% (94.5%)

16.8% (25.2%)

｢男女とも協力し合って家事、育児をする方がよい｣について、｢そう思う｣との回答は全体の75.7％で、R2の94.5％より
18.8％低かった。

｢男性は仕事、女性は家庭を中心とする方がよい｣について、｢そう思う｣(｢そう思う｣と｢どちらかと言えばそう思うを合わ
せたもの、以降同じ)の回答は全体の16.8％で、R2の25.2％より8.4％低くなった。

｢母親は、子どもが小さいときには子育てに専念した方がよい｣について、｢そう思う｣との回答は全体の31.3％で、R2の
56.9％より25.6％低かった。

問5　次の(1)～(3)について、あなたの考えに近いものを選んでください。(それぞれ1つずつ○)

3.3%

74.8%

15.2%

13.6%

0.9%

16.1%

14.5%

19.2%

36.2%

52.8%

1.4%

13.1%

14.5%

2.6%

18.0%

1.4%

1.2%

1.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男性は仕事、女性は家庭を

中心とする方がよい

男女とも協力し合って

家事､育児をする方がよい

母親は子どもが小さいときには

子育てに専念した方がよい

(各n=428)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

どちらとも言えない 無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=31)

26.5% 47.1% 5.9% 0.0% 0.0% 20.6% 0.0%

女
30-39歳
（n=34)

34.2% 39.5% 7.9% 0.0% 0.0% 18.4% 0.0%

40-49歳
（n=51)

39.6% 41.7% 8.3% 0.0% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=50)

28.6% 50.0% 1.8% 1.8% 0.0% 16.1% 1.8%

60-69歳
（n=32)

19.4% 52.8% 8.3% 0.0% 0.0% 19.4% 0.0%

70歳以上
（n=28)

12.9% 58.1% 3.2% 0.0% 0.0% 19.4% 6.5%

18-29歳
（n=18)

13.6% 31.8% 9.1% 4.5% 4.5% 22.7% 13.6%

男
30-39歳
（n=25)

2.9% 48.6% 20.0% 11.4% 0.0% 17.1% 0.0%

40-49歳
（n=33)

22.6% 64.5% 3.2% 3.2% 0.0% 3.2% 3.2%

性
50-59歳
（n=22)

14.0% 67.4% 7.0% 4.7% 0.0% 7.0% 0.0%

60-69歳
（n=31)

7.7% 69.2% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%

70歳以上
（n=30)

8.0% 68.0% 12.0% 4.0% 0.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

n=243

n=182

n=3
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｢そう思わない｣のポイントが男女ともにすべての年代で最も高い。

≪年齢別≫

｢そう思わない｣｢どちらかと言えばそう思わない｣を合わせると67.3％で、R2の55.5％より11.8％高い。

問5　(1)男性は仕事、女性は家庭を中心とする方がよい

3.3%

4.8%

0.8%

4.9%

6.0%

4.9%

13.6%

20.4%

10.7%

18.6%

17.6%

22.7%

14.5%

13.4%

14.0%

12.8%

15.4%

14.7%

52.8%

42.1%

62.6%

44.7%

40.1%

38.7%

14.5%

16.6%

11.9%

16.8%

18.1%

16.6%

1.4%

2.8%

0.0%

2.2%

2.7%

2.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そう思わない どちらとも言えない 無回答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

0.0% 5.9% 14.7% 70.6% 8.8% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

0.0% 7.9% 15.8% 65.8% 10.5% 0.0%

40-49歳
（n=48)

2.1% 10.4% 12.5% 64.6% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

0.0% 12.5% 12.5% 62.5% 12.5% 0.0%

60-69歳
（n=36)

2.8% 13.9% 13.9% 58.3% 11.1% 0.0%

n=243
70歳以上
（n=31)

0.0% 12.9% 16.1% 51.6% 19.4% 0.0%

18-29歳
（n=22)

0.0% 0.0% 27.3% 45.5% 18.2% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

8.6% 14.3% 11.4% 40.0% 20.0% 5.7%

40-49歳
（n=31)

3.2% 19.4% 9.7% 41.9% 25.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

7.0% 23.3% 18.6% 32.6% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 19.2% 19.2% 38.5% 15.4% 3.8%

n=182 n=182
70歳以上
（n=25)

12.0% 24.0% 8.0% 48.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
n=3
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問5　(2)男女とも協力し合って家事､育児をする方がよい

≪年齢別≫

｢そう思う｣のポイントが全体の74.8％で、｢どちらかと言えばそう思う｣を合わせると94.0％と高い。

特に年齢別では、｢女性｣・｢男性｣とも29歳以下が最も高く、｢そう思う｣が｢女性｣で91.2％、｢どちらかと言えばそう思う｣
を合わせると100％になり、｢男性｣は｢そう思う｣が86.4％、｢どちらかと言えばそう思う｣を合わせると90.9％となる。

74.8%

66.8%

81.5%

70.8%

66.5%

62.0%

19.2%

27.7%

16.9%

23.9%

22.5%

33.1%

1.4%

0.5%

0.4%

2.7%

1.2%

0.9%

0.3%

0.4%

2.2%

2.6%

3.3%

1.2%

4.0%

4.4%

2.5%

1.2%

1.5%

0.9%

1.6%

1.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

どちらとも言えない 無回答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

91.2% 8.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

84.2% 13.2% 0.0% 0.0% 2.6% 0.0%

40-49歳
（n=48)

89.6% 10.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

80.4% 17.9% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0%

60-69歳
（n=36)

69.4% 30.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

n=243
70歳以上
（n=31)

71.0% 22.6% 0.0% 0.0% 6.5% 0.0%

18-29歳
（n=22)

86.4% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

77.1% 17.1% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0%

40-49歳
（n=31)

64.5% 25.8% 0.0% 0.0% 9.7% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

58.1% 27.9% 2.3% 7.0% 4.7% 0.0%

60-69歳
（n=26)

65.4% 23.1% 3.8% 0.0% 3.8% 3.8%

n=182
70歳以上
（n=25)

52.0% 32.0% 4.0% 4.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3
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問5　(3)母親は、子どもが小さいときには子育てに専念した方がよい

≪年齢別≫

全体では｢そう思う｣｢どちらかと言えばそう思う｣を合わせると51.4％で、R2の56.9％より5.5％下がった。

性別では｢女性｣46.9％、｢男性｣57.7％で、｢男性｣が10.8％高かった。

15.2%

17.9%

10.7%

18.1%

21.4%

18.4%

36.2%

39.0%

36.2%

38.1%

36.3%

39.9%

13.1%

10.3%

13.2%

10.6%

13.2%

10.4%

16.1%

16.6%

19.8%

14.2%

11.5%

20.2%

18.0%

14.6%

20.2%

18.1%

15.4%

9.8%

1.4%

1.5%

0.0%

0.9%

2.2%

1.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そう思わない どちらとも言えない 無回答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 38.2% 23.5% 5.9% 23.5% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

10.5% 28.9% 5.3% 34.2% 21.1% 0.0%

40-49歳
（n=48)

8.3% 43.8% 6.3% 22.9% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

12.5% 35.7% 12.5% 19.6% 19.6% 0.0%

60-69歳
（n=36)

11.1% 36.1% 19.4% 11.1% 22.2% 0.0%

n=243
70歳以上
（n=31)

12.9% 32.3% 16.1% 22.6% 16.1% 0.0%

18-29歳
（n=22)

13.6% 22.7% 18.2% 18.2% 18.2% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

17.1% 31.4% 17.1% 8.6% 22.9% 2.9%

40-49歳
（n=31)

22.6% 32.3% 12.9% 12.9% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

25.6% 39.5% 7.0% 16.3% 11.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

19.2% 57.7% 11.5% 0.0% 7.7% 3.8%

n=182
70歳以上
（n=25)

28.0% 32.0% 16.0% 12.0% 12.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3
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特に女性は71.4％と突出して高い。
全体では、｢家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続けるのは大変だと思うから｣が59.7％で最も高い。

※問5 (1)で｢1 そう思う｣または｢2 どちらかと言えばそう思う｣と答えた方におたずねします。

問6　｢そう思う｣｢どちらかと言えばそう思う｣の理由をお聞かせください。(あてはまるものすべてに○)

18.1%

11.1%

34.7%

51.4%

59.7%

6.9%

2.8%

4.2%

14.3%

17.9%

39.3%

46.4%

71.4%

3.6%

0.0%

0.0%

20.9%

7.0%

32.6%

55.8%

53.5%

7.0%

4.7%

7.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

66.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

夫が外で働いた方が、

多くの収入を得られると思うから

妻が家庭を守った方が、

子どもの成長などにとって良いと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、

妻が働き続けるのは大変だと思うから

わからない

その他

無回答

全体R7 (n=72)

女性R7 (n=42）

男性R7 (n=43)

無回答R7 (n=3)
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問7　(1)家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)

｢家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)｣については、｢自分｣の回答が39.3％と最も高い。

｢女性｣が｢自分｣と回答した割合が60.1％であるのに対し、｢男性｣は11.5％と低い。

問7　あなたの家庭では、家事、育児、介護は、主にどなたが担当していますか。 (1つ選択)

仕事・家庭の両立について

｢配偶者(パートナー)と自分が同程度｣と回答したのは、全体で17.1％だった。

39.3%

60.1%

11.5%

16.6%

2.1%

36.3%

17.1%

14.8%

20.3%

13.6%

14.0%

13.2%

1.2%

1.2%

1.1%

0.5%

1.1%

10.0%

7.0%

14.3%

1.9%

0.8%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答

39.3%

19.9%

12.6%

16.6%

11.4%

4.7%

17.1%

14.3%

3.3%

13.6%

2.6%

3.0%

1.2%

0.7%

1.2%

0.5%

3.5%

10.0%

46.3%

67.3%

1.9%

4.9%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)

育児(乳幼児の世話)

介護

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答

23



問7　(2)育児(乳幼児の世話)

問7　(3)介護

｢女性｣が｢自分｣と回答した割合が19.3％に対し、｢男性｣が3.8％で、15.5％低い。

｢女性｣が｢自分｣と回答した割合が35.0％に対し、｢男性｣は0.0％である。｢男性｣の0.0％はR2と同様である。

19.9%

35.0%

11.4%

0.8%

25.8%

14.3%

12.8%

15.9%

2.6%

3.7%

1.1%

0.7%

0.8%

0.5%

46.3%

43.6%

50.5%

4.9%

3.3%

6.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答

12.6%

19.3%

3.8%

4.7%

2.1%

8.2%

3.3%

2.5%

4.4%

3.0%

2.1%

4.4%

1.2%

0.8%

1.6%

3.5%

2.1%

5.5%

67.3%

67.9%

67.0%

4.4%

3.3%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答
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｢女性｣では｢社会の中で、男性が家事・育児などに参加することへの理解を深めること｣が69.5％で最も高い。
｢男性｣では｢夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること｣が61.0％と最も高い。

問8　男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと思いますか。
(選択はいくつでも)

48.1%

53.1%

42.3%

11.7%

11.1%

12.6%

62.4%

63.8%

61.0%

33.6%

38.7%

26.9%

61.7%

69.5%

51.6%

52.6%

55.1%

50.0%

45.1%

46.1%

44.0%

10.0%

9.5%

11.0%

9.1%

8.2%

10.4%

2.1%

2.1%

2.2%

1.6%

2.5%

0.5%

0.9%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

男性自身の抵抗感をなくすこと

女性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性が家事・育児などに参加することへの理解を深めること

職場における上司や同僚などの理解を進めること

労働時間短縮や休暇制度、テレワーク等の時間に柔軟な働き方を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

啓発や情報提供、相談窓口の設置、研修を行うこと

仲間(ネットワーク)作りをすすめること

特にない

その他

無回答
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3.5%

人数(人)

73

296

問9から問24までは｢糸魚川市女性活躍推進計画｣に関する設問です。

問9　現在のお仕事の状況についてお聞かせください。(1つ選択)

｢仕事を続けている｣のポイントは69.2％で、R2より14.9％高くなった。

｢以前仕事をしていたが、今はやめている｣は17.1％で、この順位はR2と同様である。

4.2%

17.1%

割合(％)

18

15

問9から問22までは、現在働いている方および以前働いていたことがある方におたずねします。それ以外の方は
問23へお進みください。

 3 仕事をやめたことがあるが、今は再開している

 無回答

 2 以前仕事をしていたが、今はやめている

 1 仕事を続けている

仕事の状況

69.2%

仕事を続けている

69.2%

以前仕事をしていたが、

今はやめている

17.1%

仕事をやめたことがあるが、

今は仕事を再開している

3.5%

無回答

4.2%

該当者合計（n=402）

仕事を続けている

54.3%
以前仕事をしていたが、

今はやめている

24.7%

仕事をやめたことがあるが、

今は仕事を再開している

11.9%

仕事をしたことがない

5.1% 無回答

4.0%

全 体（n=397）

(R7)(R2)

(R7)
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仕事の中断(辞めた)理由

1 自分自身の都合や考え又は定年により退職・中断した

2 会社都合など自分自身の都合以外で退職・中断した

3 家族や家庭環境などのために退職・中断した

無回答

｢自分自身の考え又は定年により退職・中断した｣が56.8％と最も高い。

次に｢家族や家庭環境などのために退職・中断した｣が31.8％と続く。

3

28

7

50

3.4%

31.8%

8.0%

人数(人)

問10　問9で(2)または(3)と答えた方におたずねします。仕事をやめた(中断した)理由をお選びください。(1つ
選択)

割合(％)

56.8%

自分自身の都合や考え又は定

年により退職・中断した

56.8%

会社都合など自分自身の都合

以外で退職・中断した

8.0%

家族や家庭環境などのために

退職・中断した

31.8%

無回答

3.4%
該当者合計

（n=88）
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問11　問10で(3)と答えた方におたずねします。その具体的な理由をお聞かせください。(選択はいくつでも)

｢出産・育児のため(制度がなかった)｣の24.2％が最も高い。

 家族などの介護のため

 出産・育児のため(制度がなかった) 24.2%

 結婚のため

仕事の中断(辞めた)理由

18.2%

項目廃止

項目廃止

項目廃止

項目廃止

0

 経済的に働く必要がなかったため

 定年退職

項目廃止

人数(人)

7

8

6

4

6

0.0%

6.1%

18.2%

 無回答

 家族が望まなかったため

 職場内での人間関係

 その他

 家族から望まれたため

 希望通りの仕事ではなかった

12.1% 家族などの転勤のため

2

21.2%

割合(％)

結婚のため

21.2%

出産・育児のため

（制度がなかった）

24.2%

家族などの

介護のため

18.2%

家族などの

転勤のため

12.1%

家族から望まれた

ため

18.2%

その他

6.1%

無回答

0.0%
該当者合計

（n=28）

結婚のため

12.8%

出産・育児のため

20.9%

家族などの

介護のため

9.6%

引越し、家族の

転勤などのため

4.0%

定年退職

22.7%

経済的に働く必要が

なかったため

2.3%

希望通りの仕事

ではなかった

5.2%

職場内での

人間関係

9.3%

家族が望まなかっ

たため

2.3%

その他

5.8%

無回答

8.7%

該当者合計

（n=166）

(R7)(R2)

(R7)
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問12　職場において、男女格差を感じたことがありますか。(選択はいくつでも)

｢女性｣で最も高いのは｢特に男女格差はない｣の31.7％、｢男性｣では｢人事異動・仕事内容｣の35.7％となった。

2番目に高いのは、｢女性｣では｢賃金手当・昇給昇進｣の26.3％、｢男性｣では｢特に男女格差はない｣の24.7％。

14.0%

26.6%

24.5%

4.2%

15.4%

16.1%

28.5%

11.7%

2.8%

9.6%

13.2%

20.2%

26.3%

3.7%

16.9%

14.4%

31.7%

9.9%

2.9%

10.7%

15.4%

35.7%

22.5%

4.9%

13.2%

18.7%

24.7%

13.7%

2.7%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

募集や採用

人事異動・仕事内容

賃金手当・昇給昇進

就労年数・定年

結婚、出産による退職

育児・介護休業、介護休暇の

利用しやすさ

特に男女格差はない

わからない

その他

無回答

全体(n=425)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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≪年齢別≫

全体では、今回もR2も｢使用したいと思わない｣が最も高い。今回39.7％、R2は42.3％。

問13　結婚して戸籍上の名字(姓)が変わった場合、職場において旧姓の使用を希望しますか。(1つ選択)

15.2%

18.6%

17.3%

18.1%

12.6%

20.2%

39.7%

42.3%

41.6%

44.2%

37.4%

39.3%

34.3%

36.8%

30.0%

35.8%

40.1%

38.7%

10.7%

2.3%

11.1%

1.8%

9.9%

1.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

使用したいと思う 使用したいと思わない わからない 無回答

使
用
し
た
い
と
思
う

使
用
し
た
い
と

思
わ
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 26.5% 29.4% 35.3%

女
30-39歳
（n=38)

31.6% 44.7% 23.7% 0.0%

40-49歳
（n=48)

20.8% 41.7% 31.3% 6.3%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 48.2% 33.9% 0.0%

60-69歳
（n=36)

8.3% 47.2% 33.3% 11.1%

70歳以上
（n=31)

12.9% 35.5% 25.8% 25.8%

18-29歳
（n=22)

4.5% 27.3% 36.4% 31.8%

男
30-39歳
（n=35)

22.9% 31.4% 42.9% 2.9%

40-49歳
（n=31)

12.9% 45.2% 41.9% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

14.0% 34.9% 46.5% 4.7%

60-69歳
（n=26)

7.7% 42.3% 46.2% 3.8%

70歳以上
（n=25)

8.0% 44.0% 20.0% 28.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

n=243

n=182

n=3
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｢女性｣の64.2％、｢男性｣の83.0％が育児休業を取得したことが｢ない｣と回答している。

問15　問14で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。
      (1つ選択)

問14　育児休業を取得したことがありますか。(1つ選択)

｢その他｣｢無回答｣を除くと、｢女性｣も｢男性｣も｢在職中に育児の必要がなかった｣が33％以上で最も高い。
次に｢職場にそのような制度がなかった｣が続く。

｢ある｣と回答したのは、｢女性｣では23.0％、｢男性｣では6.0％となった。

15.9%

23.0%

6.0%

33.3%

71.7%

64.2%

83.0%

12.4%

12.8%

11.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

33.6%

34.6%

33.0%

11.9%

8.2%

17.0%

2.6%

2.5%

2.7%

1.4%

0.8%

2.2%

5.4%

0.4%

12.1%

14.5%

15.6%

13.2%

30.6%

37.9%

19.8%

100.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

該当者(n=307)

女性(n=156)

男性(n=151)

無回答(n=3)

在職中に育児の必要がなかった

職場にそのような制度がなかった

取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった

賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった

配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた

その他

無回答
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男女ともに｢在職中に介護の必要がなかった｣が53％以上と最も高い。

｢その他｣｢無回答｣を除き、｢女性｣｢男性｣とも｢職場にそのような制度がなかった｣が2番目に高い。

問16　介護休業を取得したことがありますか。(1つ選択)

問17　問16で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。
      (1つ選択)

｢女性｣｢男性｣とも介護休業を取得したことが｢ない｣が82％と高い。

｢ある｣と回答したのは｢女性｣｢男性｣とも4％未満となっている。

3.5%

3.3%

3.8%

83.9%

82.7%

85.7%

66.7%

12.6%

14.0%

10.4%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

54.2%

54.7%

53.8%

33.3%

8.2%

7.4%

9.3%

1.9%

2.1%

1.6%

1.2%

1.2%

1.1%

0.5%

1.1%

14.7%

13.2%

17.0%

19.4%

21.4%

15.9%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

該当者(n=359)

女性(n=201)

男性(n=156)

無回答(n=3)

在職中に介護の必要がなかった

職場にそのような制度がなかった

取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった

賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった

配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた

その他

無回答
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問18　介護休暇(※短期介護のための年5日程度の休暇)を取得したことがありますか。(1つ選択)

問19　問18で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。(1
つ選択)

｢在職中に介護の必要がなかった｣との回答が、男女とも52％以上だった。

｢職場にそのような制度がなかった｣｢取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった｣｢賃金や手当などの経済
的支援がないため取得できなかった｣を合わせると全体の12.1％あった。

男女ともに「取得したことがない｣が80％以上で、｢ある｣と回答したのは5％未満と低い。

4.7%

4.9%

4.4%

82.0%

80.2%

85.2%

33.3%

13.3%

14.8%

10.4%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

52.8%

52.3%

53.8%

33.3%

8.6%

8.2%

9.3%

2.3%

2.5%

2.2%

1.2%

1.2%

1.1%

0.5%

1.1%

14.3%

13.6%

15.4%

20.3%

22.2%

17.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

該当者(n=351)

女性(n=195)

男性(n=155)

無回答(n=3)

在職中に介護の必要がなかった

職場にそのような制度がなかった

取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった

賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった

配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた

その他

無回答
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問20　子の看護休暇を取得したことがありますか。(1つ選択)

男女ともに、｢ない｣と回答した割合が70％以上で、特に｢男性｣は77.5％と高かった。

｢ある｣と回答した｢女性｣は14.4％、｢男性｣は9.9％と｢女性｣より4.5％低い。

｢在職中に子の看護の必要がなかった｣が｢女性｣｢男性｣とも最も高く、43％以上だった。

問21　問20で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。(1
つ選択)

12.4%

14.4%

9.9%

73.8%

71.6%

77.5%

33.3%

13.8%

14.0%

12.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

44.2%

43.2%

46.2%

11.9%

12.3%

11.5%

1.6%

1.6%

1.6%

1.9%

2.1%

1.1%

33.3%

3.0%

1.6%

4.9%

8.6%

7.8%

9.9%

28.7%

31.3%

24.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=316)

女性(n=174)

男性(n=141)

無回答(n=3)

在職中に子の看護の必要がなかった
職場にそのような制度がなかった
取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった
賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった
配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた
その他
無回答
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問22　 非正規社員を選んだ理由をお聞かせください。(選択はいくつでも)

｢女性｣は｢無回答｣を除き、｢仕事と家庭の両立がしやすいから｣が21.2％で最も高かったが、同項目は｢男性｣は0％だっ
た。

｢男性｣は｢無回答｣｢その他｣を除き、｢自分の都合の良い時間に働けるから｣｢勤務時間や労働日数が短いから｣｢正社員
として働ける会社がなかったから｣が同率5.0％だった。

16.6%

12.4%

21.2%

10.1%

9.7%

9.2%

5.5%

6.5%

11.1%

8.3%

54.8%

20.4%

14.6%

28.7%

13.4%

12.7%

11.5%

7.0%

7.0%

13.4%

8.9%

44.6%

5.0%

5.0%

0.0%

1.7%

1.7%

3.3%

1.7%

3.3%

5.0%

6.7%

78.3%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自分の都合の良い時間に働けるから

勤務時間や労働日数が短いから

仕事と家庭の両立がしやすいから

配偶者等の扶養範囲内で

働きたいから

家計の補助、学費等を得たいから

自分で自由に使えるお金を

得たいから

専門的な資格・技能を生かせるから

比較的、責任が少ないから

正社員として働ける会社が

なかったから

その他

無回答

該当者合計(n=217)

女性(n=157)

男性(n=60)

無回答(n=3)
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問
1全
体

2番目に高いのは、女性は｢多様な視点が加わり、新たな価値や商品・サービスが考え出される｣の57.6％、男性は｢各分
野に女性の声が反映されやすくなる｣の53.8％だった。

問23　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えると、どのよ
うな影響があると思いますか。(選択はいくつでも)

｢女性｣｢男性｣とも、｢男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる｣が65％以上で最も高い。

あらゆる分野での女性の活躍について

54.4%

30.1%

53.7%

67.3%

19.6%

17.1%

29.9%

2.3%

12.1%

17.8%

3.0%

5.1%

1.6%

1.6%

57.6%

29.6%

54.3%

68.7%

21.8%

20.2%

31.3%

1.2%

15.2%

15.6%

2.5%

4.5%

0.4%

0.4%

51.1%

30.8%

53.8%

65.9%

17.0%

13.2%

28.6%

3.8%

8.2%

20.9%

3.8%

5.5%

3.3%

2.7%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

多様な視点が加わり、新たな価値や

商品・サービスが考え出される

人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を

与えることができる

各分野に女性の声が反映されやすくなる

男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる

仕事と仕事以外の生活との調和がとれ、

その両方が充実している社会が実現できる

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男性の家事・育児、地域活動などへの参加が増える

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる

保育・介護などの公的サービスの必要性が

増大し、家計負担及び公的負担が増大する

男性に課せられた負担や責任が分散する

特にない

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問24　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに、障害となるものは何だと
思いますか。(選択はいくつでも)

｢保育・介護の支援などの公的サービスが十分でなはないこと｣については｢男性｣でも3番目に高い。

｢保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと｣が、｢女性｣では49.4％、｢男性｣では35.7％と
最も高い。

次に｢女性｣では、｢保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと｣の35.4％、｢男性｣では｢女性自身がリー
ダーになることを希望しないこと｣の32.4％が高い。

21.7%

27.1%

25.0%

16.6%

26.9%

19.4%

43.5%

33.6%

7.2%

11.9%

2.1%

0.9%

18.9%

23.5%

30.5%

18.5%

28.4%

19.8%

49.4%

35.4%

5.8%

9.9%

1.6%

0.0%

25.8%

32.4%

17.6%

14.3%

25.3%

19.2%

35.7%

31.9%

9.3%

14.3%

2.7%

1.6%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

現時点では必要な知識や経験などを持つ

女性が少ないこと

女性自身がリーダーになることを

希望しないこと

働く場において上司・同僚・部下となる男性や

顧客が女性リーダーを希望しないこと

地域の住民が女性リーダーを希望しないこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

企業などにおいては管理職になると

広域異動が増えること

保育・介護・家事などにおける夫などの

家族の支援が十分ではないこと

保育・介護の支援などの公的サービスが

十分ではないこと

特にない

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問25-(1)　身体的な暴力   

｢されたことがある｣では、｢女性｣が4.1％に対し、｢男性｣が0.5％であった。

｢したことがある｣では、｢女性｣は0.0％、｢男性｣は0.5％であった。

続いて、｢身体的な暴力｣｢経済的な暴力｣｢性的な暴力｣の順となる。

問25　あなたは、パートナーや恋人から過去2年間で、次のような暴力を｢されたこと｣や｢したこと｣があります
か。(1つ選択)

｢無回答｣を除くと、｢されたことがある｣｢したことがある｣の中では、どちらも｢精神的な暴力｣が最も高い。

あらゆる暴力の根絶について

2.6%

6.5%

1.4%

2.3%

0.5%

0.9%

0.5%

1.4%

0.0%

0.2%

91.8%

86.0%

93.7%

92.5%

4.7%

5.1%

4.9%

4.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

身体的な暴力

精神的な暴力・社会的な暴力

性的な暴力

経済的な暴力

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

2.6%

4.1%

0.5%

0.5%

0.5%

33.3%

0.5%

0.0%

1.1%

91.8%

93.0%

91.2%

33.3%

4.7%

2.9%

6.6%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問25-(2)　精神的な暴力・社会的な暴力

問25-(3)　性的な暴力

｢したことがある｣は、｢女性｣が0.0％だが、｢男性｣は2.2％だった。

｢されたことがある｣のポイントは、｢女性｣が9.9％、｢男性｣が2.2％だった。

｢したことがある｣は｢女性｣｢男性｣とも0.0％だが、｢されたことがある｣は｢女性｣が2.1％、｢男性｣が0.5％ある。

6.5%

9.9%

2.2%

0.0%

0.9%

0.0%

2.2%

0.0%

1.4%

0.4%

2.7%

0.0%

86.0%

86.4%

86.3%

33.3%

5.1%

3.3%

6.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

1.4%

2.1%

0.5%

93.7%

95.1%

92.9%

33.3%

4.9%

2.9%

6.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問25-(4)　経済的な暴力

｢したことがある｣が、男女とも0.0％だが、｢されたことがある｣は｢女性｣が2.9％、｢男性｣が1.6％だった。

2.3%

2.9%

1.6%

0.2%

0.0%

0.5%

92.5%

94.2%

91.2%

33.3%

4.9%

2.9%

6.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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｢されたことがある｣で最も高いのは｢パワーハラスメント｣の12.9％だった。

問26　あなたは、過去2年間で、職場・学校・地域・家庭などで何らかのハラスメントを ｢されたこと｣や｢した
こと｣がありますか。(1つ選択)

4.9%

1.9%

12.9%

12.6%

1.2%

0.7%

0.5%

0.5%

0.0%

0.2%

0.5%

0.9%

0.2%

89.7%

92.5%

80.8%

80.6%

92.8%

4.7%

5.4%

5.4%

5.4%

5.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

セクシャルハラスメント

マタニティハラスメント

パワーハラスメント

モラルハラスメント

ストーカー行為

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問26-(1)　セクシャルハラスメント

問26-(2)　マタニティハラスメント

｢されたことがある｣は、｢女性｣で7.8％、｢男性｣で1.1％だった。

｢されたことがある｣は｢女性｣で2.5％、｢男性｣で1.1％だった。

4.9%

7.8%

1.1%

0.7%

1.1%

33.3%

89.7%

88.1%

92.9%

33.3%

4.7%

4.1%

4.9%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

1.9%

2.5%

1.1%

33.3%

0.2%

0.4%

0.0%

92.5%

93.0%

92.9%

33.3%

5.4%

4.1%

6.0%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問26-(4)　モラルハラスメント

問26-(3)　パワーハラスメント

｢どちらもない｣が｢女性｣で83.5％、｢男性｣で78.0％と最も高い。

｢されたことがある｣は｢女性｣で11.5％、｢男性｣で14.8％だった。

｢したことがある｣が｢女性｣で0.4％、｢男性｣で0.5％あり、｢どちらもある｣が｢男性｣で1.1％だった。

｢どちらもない｣が｢女性｣で81.5％、｢男性｣で80.2％と最も高い。

｢されたことがある｣は｢女性｣で14.0％、｢男性｣で11.0％だった。

｢男性｣では｢したことがある｣が1.1％、｢どちらもある｣が1.6％だった。

12.9%

11.5%

14.8%

0.5%

0.4%

0.5%

0.5%

1.1%

80.8%

83.5%

78.0%

33.3%

5.4%

4.5%

5.5%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

12.6%

14.0%

11.0%

0.0%

0.5%

1.1%

0.9%

0.4%

1.6%

80.6%

81.5%

80.2%

33.3%

5.4%

4.1%

6.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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｢どちらもない｣が｢女性｣で93.0％、｢男性｣で93.4％と最も高い。

｢されたことがある｣が｢女性｣で2.1％、｢男性｣は0.0％。｢どちらもある｣は｢男性｣で0.5％だった。

問26-(5)　ストーカー行為

1.2%

2.1%

0.2%

0.5%

92.8%

93.0%

93.4%

33.3%

5.8%

4.9%

6.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

44



次に、｢加害者への対策｣が続く。

｢被害者が相談しやすい窓口の設置｣が最も高く、｢女性｣74.1％、｢男性｣64.8％となった。

問27　あなたは、セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンス等の防止や被害者の支援のた
めに、どのような対策が必要だと思いますか。 (選択はいくつでも)

23.6%

23.1%

44.2%

69.9%

35.7%

59.1%

47.4%

6.3%

1.4%

2.8%

22.2%

21.8%

47.7%

74.1%

40.7%

58.0%

47.7%

5.3%

1.6%

0.8%

25.8%

25.3%

40.1%

64.8%

29.7%

61.5%

47.8%

7.1%

1.1%

4.9%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

市民の認識を深めるための啓発活動の推進

企業経営者及び人事担当者向けの

セミナー開催など教育活動の促進

被害者などを緊急に一時保護する施設の設置

被害者が相談しやすい窓口の設置

被害者が自立して生活できるための支援

加害者への対策

法的な手続き（被害届や保護命令等)に

ついてのサポート

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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｢女性｣では｢配偶者や元配偶者などからの暴力、いわゆるDV｣が69.5％で最も高い。

｢男性｣では｢つきまといや待ち伏せなどのストーカー行為｣が69.2％で最も高い。

問28　政府は、男女共同参画社会の形成の促進を図る上での重要な課題として、ドメスティック・バイオレン
スや性暴力など個人としての尊厳を害する暴力の根絶に取り組んでいます。
あなたが対策が必要だと考えるのは次のうちどれですか。(選択はいくつでも)

65.4%

54.0%

66.8%

59.6%

62.9%

43.2%

50.0%

51.4%

54.4%

55.1%

31.8%

47.0%

5.8%

69.5%

56.4%

65.8%

60.1%

64.6%

44.9%

49.4%

53.9%

58.4%

60.9%

36.2%

50.2%

3.3%

61.0%

51.6%

69.2%

59.9%

61.0%

41.8%

51.1%

48.9%

49.5%

48.4%

26.4%

43.4%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

配偶者や元配偶者などからの暴力、いわゆるDV

交際相手からの暴力、いわゆるデートDV

つきまといや待ち伏せなどのストーカー行為

不同意性交等や痴漢、盗撮などの性犯罪や性暴力

児童買春や性的虐待、児童ポルノなど、

子どもに対する性犯罪や性暴力

売春や買春

暴力や脅迫などの手段で

売春や労働を強要される、人身取引

セクシュアルハラスメント、いわゆるセクハラ

インターネットやSNSを介した出会いを

きっかけとした性被害

インターネットやSNSを介した性的画像・映像の

要求や本人の意に反した性的画像・映像の共有・拡散

テレビや雑誌、ゲーム、インターネットなどの

性表現や暴力表現

性別を理由としたインターネットや

SNSを介した誹謗中傷、脅迫

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問29　ドメスティック・バイオレンスや性暴力の被害やそれに関する悩みを相談できる窓口などについて、あ
なたが知っているものを挙げてください。(選択はいくつでも)

｢知っているものがない｣が｢女性｣｢男性｣とも最も高く、それぞれ46.9％、58.2％となっている。

知っているの中で最も高いものでは、｢こころの健康相談統一ダイヤル｣で25.5％、22.0％となっている。

15.4%

2.1%

0.7%

2.6%

3.5%

3.3%

8.4%

1.9%

1.4%

0.9%

0.7%

0.2%

1.4%

8.6%

23.8%

12.4%

2.3%

0.2%

51.9%

6.1%

22.2%

2.9%

1.2%

3.7%

4.5%

1.6%

9.1%

1.6%

2.1%

1.6%

0.8%

0.0%

0.8%

10.3%

25.5%

10.7%

3.3%

0.4%

46.9%

4.5%

6.6%

1.1%

0.0%

1.1%

2.2%

5.5%

7.7%

2.2%

0.5%

0.0%

0.5%

0.5%

2.2%

6.6%

22.0%

14.8%

1.1%

0.0%

58.2%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

糸魚川市女性のための相談室

NPO法人女のスペース・にいがた

NPO法人女のスペース・ながおか

NPO法人ウィメンズサポートセンターにいがた

新潟県女性相談支援センター

新潟県男女平等推進相談室

新潟県ひきこもり地域支援センター

新潟労働局雇用環境・均等室

新潟県女性センター

DV相談プラス

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ

支援センター

性暴力相談に関するSNS相談、

いわゆるCuretime（キュアタイム)

性犯罪被害相談電話に係る全国共通番号・ハートさん

全国共通人権相談ダイヤルみんなの人権１１０番

こころの健康相談統一ダイヤル

警察相談専用全国共通番号

女性相談支援センター全国共通番号

新潟市配偶者暴力相談支援センター

知っているものはない

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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｢24時間相談ができる｣が｢女性｣58.8％、｢男性｣51.6％と、それぞれ最も高い。

次に｢匿名で相談ができる｣が｢女性｣は56.4％、｢男性｣は45.6％と続く。

問30　ドメスティック・バイオレンスや性暴力の被害やそれに関する悩みを相談できる窓口などで配慮してほ
しいと思うことは何ですか。(選択はいくつでも)

33.2%

34.8%

32.0%

42.3%

55.6%

45.1%

26.6%

43.5%

51.4%

41.4%

30.8%

34.3%

11.9%

3.3%

30.9%

37.0%

30.9%

44.9%

58.8%

48.6%

27.6%

49.0%

56.4%

41.6%

34.2%

35.0%

9.1%

1.6%

36.8%

31.9%

34.1%

39.6%

51.6%

41.2%

25.8%

36.8%

45.6%

41.8%

26.9%

34.1%

0.5%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

メールによる相談ができる

チャット、SNSなどによる相談ができる

電話による相談ができる

通話料が無料で相談できる

24時間相談ができる

医療費、カウンセリング費用、弁護士費用

などについて、無料で支援が受けられる

相談内容に関連する、他の相談窓口との連携が

行われる

同性の相談員がいる

匿名で相談ができる

弁護士など、法的知識のある相談員がいる

臨床心理士、公認心理師など、心理専門職の

相談員がいる

DVや性暴力に関する専門の相談員がいる

わからない

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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｢子育て、介護中であっても仕事が続けられるような支援の充実｣が、｢女性｣49.8％、｢男性｣45.6％で最も高い。
｢その他｣を除き、一番低かったのは男女ともに｢農林水産業・商工業等自営業における女性の経営参画・社会参画の推
進｣で、それぞれ1.6％、2.2％である。

問31　｢男女共同参画社会｣を実現するために、今後市が重点を置いて取り組むべきものは何だと思いますか。
(選択は3つまで)

16.1%

29.4%

13.3%

21.5%

6.5%

9.8%

27.6%

41.6%

1.9%

47.9%

11.2%

25.2%

5.6%

13.3%

1.2%

3.5%

15.6%

29.6%

12.8%

19.3%

6.2%

8.6%

26.7%

43.6%

1.6%

49.8%

10.3%

27.2%

4.9%

11.9%

1.2%

2.9%

17.0%

29.1%

14.3%

24.7%

7.1%

11.5%

29.1%

39.0%

2.2%

45.6%

12.1%

22.5%

6.6%

15.4%

1.1%

3.8%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

啓発活動の充実

学校教育の推進

生涯にわたる学習機会の充実

女性に対するあらゆる暴力の根絶

生涯を通じた女性の健康づくりへの支援

審議会など意思決定の場や地域活動の場への

女性の積極的な参画推進

雇用等の分野における男女均等な機会と待遇の確保

ワーク・ライフ・バランスを可能とする就業環境の充実

農林水産業・商工業等自営業における

女性の経営参画・社会参画の推進

子育て、介護中であっても仕事が

続けられるような支援の充実

高齢者・障がいのある人の社会参画の支援

高齢者・障がいのある人が安心して暮らせる介護体制の整備

地域や防災・災害復興等における男女共同参画の促進

相談窓口の充実

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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1

2

3

4

5

6

7

防災計画の策定の場に男女がともに参画する

自治会や地域の自主防災組織の女性リーダーを増やす

防災訓練や防災研修会に女性を積極的に参加させる

避難所の運営マニュアルに男女双方の視点を反映させる

避難所運営の際に女性リーダーを配置する

女性や乳幼児などに配慮した避難所運営

男女のニーズの違いに応じた相談や情報提供を行う

問32　防災には男女のニーズの違いに配慮した取組が必要だと考えられるようになってきました。次の取組に
ついて、男女共同参画の視点からどの程度必要だと思いますか。(1つ選択)

87.6%

必要

｢とても必要｣｢どちらかと言えば必要｣を合わせて最も高かったのは、｢防災計画の策定の場に男女がともに参画する｣で
87.6％。最も低かったのは｢女性や乳幼児などに配慮した避難所運営を行う｣が21.8％となる。

必要ない

41.4% 52.1%

73.1%

33.6%

59.3%

30.8%

24.5%

2.8%

21.7%

50.9%

33.2%

56.3%

54.2%

｢まったく必要ない｣｢どちらかと言えば必要ない｣を合わせて最も高かったのは｢避難所の運営マニュアルに男女双方の
視点を反映させる｣の59.4％。最も低かったのは｢防災計画の策定の場に男女がともに参画する｣の2.8％となる。

58.2%

44.9%

50.2%

30.8%

43.0%

21.3%

38.8%

29.4%

9.3%

6.1%

2.3%

7.9%

0.5%

2.6%

2.6%

22.9%

29.7%

58.9%

32.9%

72.9%

51.4%

0.2%

1.6%

1.2%

0.5%

0.7%

0.2%

0.7%

7.5%

18.5%

9.8%

5.1%

12.9%

2.6%

4.7%

2.1%

2.8%

3.0%

2.3%

2.6%

2.6%

1.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

(1)防災計画の策定の場に男女がともに

参画する

(2)自治会や地域の自主防災組織の

女性リーダーを増やす

(3)防災訓練や防災研修会等に女性の

参加を促す

(4)避難所の運営マニュアルに男女双方の

視点を反映させる

(5)避難所運営の際に女性リーダーを

配置する

(6)女性や乳幼児などに配慮した避難所

運営を行う

(7)男女のニーズの違いに応じた相談や

情報提供を行う

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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問32　(2)自治会や地域の自主防災組織の女性リーダーを増やす

問32　(1)防災計画の策定の場に男女がともに参画する

｢とても必要｣｢どちらかと言えば必要｣を合わせると、全体で87.6％と高い。

全体で｢とても必要｣と｢どちらかといえば必要｣を合わせると67.8％となる。

｢女性｣は68.7％、｢男性｣は67.0％であった。

58.2%

56.4%

61.0%

33.3%

29.4%

30.9%

28.0%

2.6%

1.6%

3.8%

0.2%

0.4%

7.5%

9.1%

5.5%

2.1%

1.6%

1.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答

22.9%

23.0%

22.5%

33.3%

44.9%

45.7%

44.5%

9.3%

6.2%

13.7%

1.6%

1.2%

2.2%

18.5%

22.2%

13.7%

2.8%

1.6%

3.3%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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問32　(3)防災訓練や防災研修会等に女性の参加を促す

問32　(4)避難所の運営マニュアルに男女双方の視点を反映させる

｢とても必要｣と回答した｢男性｣が34.1％、｢どちらかといえば必要｣と合わせると84.6％であった。
｢とても必要｣と回答した｢女性｣が26.3％、｢どちらかといえば必要｣と合わせると76.9％であった。

男女ともに｢とても必要｣｢どちらかといえば必要｣の回答が高く、合わせるとどちらも90.1％となる。

29.7%

26.3%

34.1%

33.3%

50.2%

50.6%

50.5%

6.1%

5.8%

6.6%

1.2%

1.2%

1.1%

9.8%

13.6%

4.9%

3.0%

2.5%

2.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答

58.9%

57.6%

61.0%

33.3%

30.8%

32.5%

29.1%

2.3%

2.1%

2.7%

0.5%

1.1%

5.1%

5.8%

4.4%

2.3%

2.1%

1.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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問32　(5)避難所運営の際に女性リーダーを配置する

問32　(6)女性や乳幼児などに配慮した避難所運営を行う

｢とても必要｣との回答は、｢女性｣78.6％、｢男性｣65.9％と高い。

｢とても必要｣と｢どちらかといえば必要｣を合わせると、｢女性｣で95.5％、｢男性｣で93.4％とかなり高い。

｢とても必要｣｢どちらかといえば必要｣を合わせると、｢女性｣78.2％、｢男性｣73.7％となる。

32.9%

31.7%

35.2%

43.0%

46.5%

38.5%

33.3%

7.9%

6.6%

9.9%

0.7%

0.4%

1.1%

12.9%

13.2%

12.6%

2.6%

1.6%

2.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答

72.9%

78.6%

65.9%

33.3%

21.3%

16.9%

27.5%

0.5%

1.1%

0.2%

0.4%

2.6%

2.5%

2.7%

2.6%

1.6%

2.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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問32　(7)男女のニーズの違いに応じた相談や情報提供を行う

「とても必要」との回答は、「女性」で54.7％、「男性」で47.8％、「どちらかといえば必要」と合わせると、「女性」90.9％、
「男性」90.1％と高い。

51.4%

54.7%

47.8%

38.8%

36.2%

42.3%

33.3%

2.6%

2.5%

2.7%

0.7%

0.4%

1.1%

4.7%

4.9%

4.4%

1.9%

1.2%

1.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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【その他記載】

問8　 男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと思
いますか。(選択はいくつでも)

問6　問5(1)で、｢そう思う｣｢どちらかと言えばそう思う｣と答えた方のみ、その理由をお聞かせくだ
さい。(選択はいくつでも)

問3　あなたは男女共同参画社会を実現するためには、どのようなことが必要だと思いますか(特に
重要だと思うものを３つ選択)



問15　問14で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)

問12　職場において、男女格差を感じたことがありますか。(選択はいくつでも)

問11　問10で(3)と答えた方におたずねします。その具体的な理由をお聞かせください。(選択はい
くつでも)



問19　問18で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)

問21　 問20で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)

問17　問16で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)



問23　 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増える
と、どのような影響があると思いますか。(選択はいくつでも)

問22　 非正規社員を選んだ理由をお聞かせください。(選択はいくつでも)



問31　｢男女共同参画社会｣を実現するために、今後市が重点を置いて取り組むべきものは何だと思
いますか。(選択は３つまで)

問27　あなたは、セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンス等の防止や被害者
の支援のために、どのような対策が必要だと思いますか。(選択はいくつでも)

問24　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに、障害となるも
のは何だと思いますか。(選択はいくつでも)



＜自由意見欄＞

問33　最後に、男女共同参画社会を実現するために、市に対してのご意見やご要望がありました
ら、ご自由にお書きください。










